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大学における研究データ管理

• 研究データ管理（RDM）
• 研究で使用/生成された
情報を適切に取扱うこと
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大学の研究者/Grの研究活動で
必ず行われている行為

定期バックアップしている？
（2019 名古屋大学アンケートより）

はい 84%  いえ 16%

はい いいえ

84% 16%



大学の研究データ管理

• 現存するルール/ポリシー
• 研究データ保存の学内規程

研究資料等（試料及び標本を除く。）の保存期間は，
原則として，当該論文等の発表後10年間とする。
○名古屋大学における研究上の不正行為に関する取扱規程（第６条）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

個人PC
研究室サーバ
大学ストレージ
学外クラウド

研究データをどこに保管している？
（2019 名古屋大学アンケートより）

誰がRDM基盤を整備している？
（研究者 / 研究Gr / 大学 / ・・・)



大学における研究データガバナンス

• 研究データガバナンス
• 大学における研究データ取扱いの
「ルール」と「システム」，
及び，その運用 収集

記録

生成

解析保管
共有

公開

活用

ｌ

システム・
データ基盤

ルール・
ガイドライン

現状 研究者/研究Gr が設けた
ルール/システムで推進

今後 大学が提供する
ルール/システムで推進

大学における研究データ管理の変革

構成員が安全かつ効率よく研究し大学の研究力を高める仕組み



名古屋大学におけるデータポリシーの策定

• 名古屋大学 学術データポリシー[2020.10承認]
http://www.icts.nagoya-u.ac.jp/ja/datapolicy/

目的 定義 管理主体 研究者責務 大学責務

学術データの管理の方法は
収集・生成した者が主体的に決定できる

大学構成員は
収集・生成した学術データを適切に扱う

名古屋大学は
構成員による学術データの管理を支援する

管理の
主体

大学の
責務

構成員
の責務

• 研究データの取扱いの
基本的な考え方

• （研究公正ではなく）
オープンサイエンス推進
が中心



データポリシー策定のあと

• 名古屋大学 学術データ基盤整備基本計画 [2021-2023]



AI等の活用を推進する研究データエコシステム構築事業 2022-2026
https://www.nii.ac.jp/creded/nii_ac_jp_creded.html



研究データポリシー の深化

• 研究データガバナンスの強化のための
データポリシー策定の戦略（2024年度）

基本方針
（考え方）

実施方針
（実施項目）

実施手順など

ポリシー

ガイドライン

ポリシー，
ガイドライン
の関係

1. 名古屋大学学術データポリシーは、データポリシー（基本方針）
2. 基本方針と整合したデータポリシー（実施方針）を策定  ← 現在
3. 上記ポリシーに基づき， “研究データ取扱いガイドライン” を策定

ポリシー
の深化



研究データガバナンスの強化

• 研究データポリシーの深化で焦点を置く
データガバナンスの要素

• 研究データサイクルの
『出口』から

• 活動が外から見えやすい
• 研究者と大学の行動の曖昧性が相対的に小さい
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研究公正の施策の実効性（保管）
• 研究の正当性の説明のために（研究者を守る行為）

オープンアクセスの推進（公開）

• 即時オープンアクセスの義務化に向けて（研究の評価を高める行為）



まとめ

• 名古屋大学における研究データガバナンスの強化のための
研究データポリシーの深化の試み

• 現行ポリシー（基本方針）と整合した
ポリシーの拡張と実施手順の策定

• 研究公正 と オープンサイエンス から
データガバナンスを強化

• まず、研究データポリシー（実施方針）、
次に、研究データ取扱いガイドライン、を順次公開予定
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